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　ベクターとして、ウイルス粒子表面の 2つの糖蛋白質 F,HNによる膜融合能を有する HVJ（hemagglutinating 






　培養細胞では、HVJ-Eにより Eg5 siRNA が効率的に導入され、その結果 Eg5 がノックダウンされることが
蛋白質レベルで確認できた。 HVJ-E の殺細胞効果は細胞株によって異なったが、Eg5 ノックダウンを組み合
わせることにより、全ての細胞株において分裂期細胞における紡錘体の単極化が生じ、アポトーシスが誘導
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上から、Eg5 siRNAの導入による抗腫瘍効果と vectorである HVJ-E自体による抗腫瘍効果を組み合わせるこ
とは、膠芽腫治療にとって新たな治療戦略となりうると考えられる。
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